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八戸港館鼻岸壁「みなと日曜朝市」の 
経済波及効果と地域活性化への課題

～日本一の「館鼻岸壁日曜朝市」～

Economic Ripple Effect impacts on ‘the sunday-morning market’ 
at Tatehana Wharf in Hachinohe harbor

高　橋　俊　行

〔研究目的〕　八戸港の館鼻岸壁で開催されている「みなと日曜朝市」は、出店規模、
来場者数とも国内最大規模で、「日本一の朝市」として全国的にも名が知られ、地域
経済の活性化に対する貢献度が高く評価されている。
　そこで、地元産品の消費市場としての「みなと日曜朝市」の調査 ･ 分析を通して、
その実態経済を把握することにより、当該朝市が、八戸市を中心とした地域の産業経
済に対して、どのような経済波及効果をもたらしているのかを明らかにする。そして、
今後、八戸地方において、当該朝市の事業運営とともに、地域経済の活性化の牽引役
として、地元産品の「地産地消」による経済振興や観光産業の振興に役立てることを
目的に研究調査を行うものである。

｛要 旨｝　日本一の規模といわれる八戸港館鼻岸壁「みなと日曜朝市」が開催される
館鼻岸壁の駐車場には、夜明けとともに 326 もの店が軒を連ねる。八戸市内や陸奥湊
駅前の魚菜市場をはじめ、青森県三戸郡及び上北郡（調査時点平成 23 年 10 月～ 24
年 4 月）や岩手県北地方から、農家、漁業家をはじめ弁当、惣菜、漬物などの食品製
造業、魚介類、青果物、衣料 ･ 日用品、骨董品などの販売業や、飲食店、お好み焼き
屋、コーヒーショップなど実に多種多彩な業種が集まっている。
　朝市会場への来場者も、湊周辺を中心とした八戸市民をはじめ、青森県南から岩手
県北にかけての住民や県外からの観光客で賑わい、日が昇り始める早朝から午前 9 時
過ぎまでには、平常月でおよそ 1 万 2 千人、繁忙期には 2 万人を超える来場者で朝市
会場が埋め尽くされ、年間にしておよそ 60 万人が訪れる。　　
　出店業者の年間売上高は推計 6 億 1 千万円で、さらに、周辺店舗・関連事業から観
光関連、朝市の運営費などを加えた総需要発生額はおよそ 10 億 3 千 3 百万と推定さ
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れる。その結果、算出される八戸港館鼻岸壁「みなと日曜朝市」の経済波及効果は、
八戸市を中心とした北奥羽経済圏におよそ 15 億 9 千 8 百万円がもたらされ、新規の
雇用者数は 150 名と想定される。

1.　日 本 一 の 朝 市

八戸市は、「唄に夜明けたカモメのみなと」
と八戸小唄で歌われているように、かつて全
国に、日本一の水揚げ高を誇る水産都市とし
て名をはせた。その日本一の水揚げ高を支え

てきた第三魚市場のある館鼻岸壁において、
通路を挟んで全長 800 メートルにわたり、
326 の緑色の屋台テントや戸板店舗が軒を連
ねる。そこには通常の朝市というイメージを

第 1 表　八戸「みなと日曜朝市」の経済波及効果
（単位 : 百万円）

生産誘発額 出店者売上等 朝市事務局の
運営費

周辺施設・
関連需要 観光関連需要 雇用者誘発数

①需要発生額 1,033.3 632.8 7.1 137.1 256.3

②直接効果 1,007.4 609.5 4.4 137.1 256.3 113

③第 1 次波及効果 331.5 21

④第 2 次波及効果 258.9 16

合　計 1,598.0 150

資料提供 : ユキパル
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飛び越え、朝市のイベント会場といった方が
ふさわしい風情がかもしだされ、日本一の規
模の朝市が繰り広げられている。

毎年、3 月中旬から 12 月末の日曜の早朝、
湊地区（鮫、白銀、湊、小中野）周辺をはじ
め、八戸市内（人口 24 万人）全域から青森
県南及び岩手県県北地域、さらに県外から買
い物や観光を目的に、一日 1 万人超からピー
ク時には、およそ 2 万人超の人が来場する。

平成 16 年 3 月に開場以来、今年（平成 24
年 6 月現在）で 8 年目を迎えるが、平成 23

年3月11日の東日本大震災には、高さ6.2メー
トルの津波に会場周辺地域が襲われ、3 月 20
日からの開場の延期を余儀なくされた。震災
当初は、港湾施設の被害が予想以上に甚大（八
戸市の被害額 1,212 億円）であっただけに、
一時、朝市の再開が危ぶまれた。

しかし、いち早い八戸の大震災からの復旧
振りを象徴するかのように、平成 23 年 7 月
3 日、例年の開催月より 3 ヶ月遅れながらも
再開にこぎつけ、例年を上回る賑わいを取り
戻すことができた。

2.　日曜朝市の経緯

｢日本一の朝市｣ と呼ばれる日曜朝市がス
タートしたのは、平成 16 年 3 月 21 日である。
館鼻岸壁の駐車場の一画に、野菜や魚介類、

惣菜、衣料、雑貨など 200 軒もの露店が、
350 メートルにわたって軒を連ね、新たな風
物詩のスタートを切った。

資料提供 : ユキパル
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従来、「湊日曜朝市」は、湊町の通称・山
手通りで開催されていたが、市道での交通渋
滞や違法駐車問題に加えて、路上での小用や
騒音など住民からの苦情も絶えなかった。そ
れに近年、交通事故が多発するようになり、
八戸警察署から中止などの指導が行われるよ
うになったことを契機に、3 年ほど前から日
曜朝市の移転問題が起き上がっていた。

そこで、主催者の湊日曜朝市会では、行政
当局（八戸市商工労政課）への相談や関係団
体等との協議を重ねた。その結果、東京―八
戸駅間の新幹線開通後の観光資源としての果
たす役割が大きいという認識の下に、県の管
理地である館鼻岸壁を無料で賃借し、駐車場、
トイレ、水回り等の衛生管理を完備したうえ
で、移転することが決定された。

一方、それに先駆けること半年前に、「海
の八戸 NPO 法人」では、｢海の朝市実行会｣
を立ち上げ、平成 15 年 9 月 20 日より、館鼻
岸壁に隣接する「海の駅」（旧ウオッサン）
において、「海」を活用した活性化事業の一
環として、年末年始を除いた毎日、10 数店

舗による「海の朝市」を行っていた。
平成 16 年 3 月、「湊日曜朝市」の館鼻岸壁

への移転を契機に、「湊日曜朝市会」及び「海
の朝市実行会｣ による八戸港館鼻岸壁「みな
と日曜朝市」が、一体となって開催されるよ
うになり、来場者も約 3,000 人を数えるまで
に成長した。

また、その年の平成 16 年 9 月 19 日には、
平成 14 年 12 月開通の東京―八戸駅間の新幹
線「はやて」に伴う観光振興の後押しもあっ
て、八戸市営バスが朝市会場ま「日曜朝市循
環バス」を運行するようになった。

翌平成 17 年を迎えると、現在規模の 300
店舗以上の出店者が参加するまでになり、来
場者も 1 万人を越えるほどに拡大し、八食セ
ンター、屋台村に次ぐ新たな観光スポットと
して、全国的にも注目されるようになった。

その後、平成 20 年度には、「朝市」「銭湯」
八戸あさぐる（乗合タクシー）の実証試験が
スタート、「海の朝市」のコンセプトの下に
観光事業との連携をとりながら、地域の活性
化を図ろうとする事業が着実に実を結んで
いったといえよう。

3.　出店業者と売上規模

（1）　出店者数と業種構成

①　出店者数と業種
朝市というと野菜や果物、花木などの農産

物の戸板販売がイメージされる。ところが、
みなと日曜朝市では、生鮮魚介類をはじめ、
おにぎり、弁当、天ぷら、から揚げ、総菜、
パン、菓子などの日配品から、衣料・靴や日
用雑貨品などの屋台テントが軒を連ねる。さ

らにお好み焼き、焼き鳥、チョコバナナなど
祭りの縁日さながらの屋台テントから、ラー
メン、そば、せんべい汁などの飲食テントが、

「みなと日曜朝市」の独特の賑わいをかもし
だしている。

最近では、中古自家用車や電動工具、骨と
う品、リサイクル品などの商品がバラエティ
に展示され、時季には会場や店舗の一角で、
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地元歌手や生バンドなどの演奏が行われるな
どイベント会場さながらである。

実際に、どれくらい出店数があるかという
と、平成 23 年秋から同 24 年春にかけ、全出
店業者を訪問し取材調査した結果、出店数は
326 件を数えた。

業種別にみると、農家が 97 店と最も多く、
弁当、天ぷら、漬物などの総菜の販売が 46 店、
魚介類及び青果物の販売業者は、それぞれ
32 店､ 22 店であった。（第 1 図）また、お好

み焼きやたこ焼き、チヂミ（韓国料理）や焼
き鳥などが 23 店舗と、食べながら朝市を散
策する家族づれが、館鼻岸壁の早朝の風物詩
となっている。

その他、ラーメン、そば、せんべい汁、な
べ物などの飲食店が 14 店舗で、屋台テント
の裏手に備えられたテーブルと椅子のコー
ナーは、朝食に舌づつみを打つ家族で賑わい
を見せている。また、屋台街のところどころ
に所在するカフェ風のコーヒー・ショップも
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第 1 図　業種別出店業者（326 店）
　　　　（出所 : 高橋取材調査データ）
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10 件を数え、常連客の団らん場所として人
気を集めている。

②　「みなと日曜朝市」の運営事業体
「みなと日曜朝市」は、「湊日曜朝市」会（207

店）と「海の朝市」（119 店）により構成さ
れており、「湊日曜朝市」会はもともと陸奥湊・
柳町に出店していた業者が主体のため、農家
や鮮魚・魚介類の販売業者、青果物販売業者
が 6 割方を占めている。

一方の「海の朝市」の出店者は、海の八戸
MPO 法人が運営を委託した海の朝市実行会
が運営主体で、新たに出店応募して参加した
業者が多いことから、出店業者がバラエティ
に富んでいる。農家や鮮魚・魚介類の販売、
青果物販売業者が 3 割方にとどまる一方、総
菜、お好み焼き、飲食関連業者が 4 割を占め
るほか、衣料から日用雑貨、骨とう品、自動
車、電動工具など多彩である。

朝市全体としては、まさに何でもありの感
を呈しており、見物、観光目的に訪れた来場

者にとって、「目新しさ」や「驚き」「感動」
を持って受け止められている半面、「これが
朝市？」といった驚きと違和感をもって受け
止められている側面もある。

（2）　   出店者の居住区と経済波及効果の経

済圏

「みなと日曜朝市」への出店者の居住地区
をみると、かなり広範囲に及んでいる。その
なかでも、八戸市内からの出店者が 237 件と
最も多く、是川、大久保、下長といった市街
地周辺の農家や湊地区の鮮魚販売店の出店が
多いのが特徴である。

また、八戸市以外では、果実の栽培が最も
盛んな南部町からの出店業者が際立っている
ほか、階上町、三戸町、五戸町などの三戸郡
の町村からの出店業者が多い。その他、北は
おいらせ町、十和田市、三沢市などの上北地
域、南は岩手県北の久慈市から二戸市、広野
町、軽米町、一戸町など広範囲に及んでいる。
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そうした意味で、八戸「みなと日曜朝市」
の経済波及効果の対象エリアとしては、八戸
市を中心に三戸郡・上北郡の青森県南地区や、
二戸市や一戸町から九戸郡広野町、軽米町な

ど岩手県北の市町村の居住者の出店多いこと
から、八戸市から半径およそ 30 km の距離
内に入る北奥羽経済圏域が該当すると考えら
れる。
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第 2 図　地区別の出店者数
　　　　（出所 : 高橋取材調査データ）
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(３) 朝市の売上規模 
出店業者の売上高は、取扱い品目が農水産物が主体であることから、りんごやサ

クランボ，ブドウ等の収穫時期や、秋サケ、イカ、タラ等の漁獲時期によって商品

のボリュームが大きく変動するほか、夏から秋にかけての観光シーズンには来場者
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割増換算（50.5 ケ月）して集計したところ、およそ６億１千万円と推計される。 
これを、業種ごとに売上を推計したのが第２表の「業種別売上高推移」である。
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購入単価の高い鮮魚・塩乾物の１億１百万円のほか、天ぷら、弁当などの総菜が９

千５百万円、青果物商による青果販売店が５千５百万円と想定される。 
また、ラーメン、そば、せんべい汁などの飲食が４千５百万円、お好み焼き、チ

ヂミ、から揚げ、焼き鳥などが３千７百万のほか、コーヒーショップが２千５百万
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とう品、電動具、自動車などの販売が２千６百万とホームセンターさながらである。 
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（3）　朝市の売上規模

出店業者の売上高は、取扱い品目が農水産
物が主体であることから、りんごやサクラン
ボ、ブドウ等の収穫時期や、秋サケ、イカ、
タラ等の漁獲時期によって商品のボリューム
が大きく変動するほか、夏から秋にかけての
観光シーズンには来場者が膨らむなど、時季
によって売上高の変動が大きい。

そこで、出店業者からのヒアリング取材調
査を通して売上高を積み上げ集計し、全体売
上高の推計を試みたところ、平常月の売上高
は、1 日およそ 1 千 2 百万円と見込まれる。
また、年間の売上高は、来場者の繁忙期と収
穫・漁獲等の季節変動値を割増換算（50.5 ヶ
月）して集計したところ、およそ 6 億 1 千万
円と推計される。

これを、業種ごとに売上を推計したのが第

2 表の「業種別売上高推移」である。それに
よると、平常月の 1 業者当たりの 1 日の平均
売上高は 3 万 7 千円である。年間の売上高で
みると、出店業者の多い農産物・園芸等が 1
億 1 千 6 百万円、続いて購入単価の高い鮮魚・
塩乾物の 1 億 1 百万円のほか、天ぷら、弁当
などの総菜が 9 千 5 百万円、青果物商による
青果販売店が 5 千 5 百万円と想定される。

また、ラーメン、そば、せんべい汁などの
飲食が 4 千 5 百万円、お好み焼き、チヂミ、
から揚げ、焼き鳥などが 3 千 7 百万のほか、
コーヒーショップが 2 千 5 百万円と人気が高
いのが特徴である。その他、衣料、靴、手芸
品，日用雑貨、植木、骨とう品、電動具、自
動車などの販売が 2 千 6 百万とホームセン
ターさながらである。

第 2 表　業種別売上高推計
　（千円）

業種 取り扱い製品 1 日当り
売上高 出店者数 平均売上 年間売上高

1 農業 農産物・園芸等 2,300 99 23.2 116,150
4 漁業 漁業 150 X 30.0 7,575
6 食料品製造業 水産加工品 180 X 60.0 9,090

製麺・豆腐等 250 6 41.7 12,625
パン・菓子 560 10 56.0 28,280
惣菜（天ぷら、弁当、漬物） 1,890 46 41.1 95,445

8 木製品 木工製品 70 X 14.0 3,535
その他 畳屋・炭・雑貨 90 X 30.0 4,545

25 商業 鮮魚・塩乾物 2,000 32 62.5 101,000
青果物 1,090 22 49.5 55,045
生花 , 切花、植木 410 14 29.3 20,705
食品・飲料 440 13 33.8 22,220
衣料・身の回り・雑貨等 520 21 24.8 26,260

35 対個人サービス 飲食（ソバ・ラーメン・せん
べい汁、すいとん等）

900 14 54.3 45,450

お好み・たこ焼、チジミ、焼
鳥等

730 23 31.7 36,865

コーヒー・その他 490 10 49.0 24,745
合　　　　計 12,070 326 37.0 609,535

　　データ : 高橋の取材調査による推計値
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（4）　  雇用効果（パート・アルバイト雇用）

今回の朝市に出店する業者は、普段店舗を
常設している事業者より、毎週日曜日の 1 回、
あるいは他の曜日の朝市、またはお祭りなど
のイベントの際に、店を開いている農家や総
菜、飲食店、販売業者が多い。

そうした臨時的な営業を行っている業者
は、毎週日曜日の早朝から午前 10 時までの
開業時間帯であるが、来場者の訪れる 5 時過
ぎから 7 時過ぎにかけてがピークとなること

から、その時間に揚げたり，炊いたり、焼く
などの調理や飲食の提供に人手がかかること
から、パートやアルバイトを雇って営業を続
けている業者が多い。

今回、出店に際して 2 人以上から店に携
わっている従業者をカウントしてみたとこ
ろ、およそ 280 人（うちパート・アルバイト
を 180 人と推計）を数えることができた。出
店業の 326 を加えると、出店社側の全従業者
は 600 人を超えることになる。

4.　来場者の買い物行動と満足度

～来場者に対するアンケート調査結果から～

今回の調査に際しは、八戸大学の学生 4 名
の協力を得て、23 年 11 月に、来場者に対す
るアンケート調査を 2 日間、来場者数のカウ
ントを 1 日行った。

（1）　来場者の人数と構成

①　来場者数
平成 23 年 11 月 13 日、朝市会場の出入り

口 5 ヶ所で、入場者をカウントした結果、来
場者は、およそ 1 万 2 千人と推計される。

年間の総来場者数は、夏場から秋の繁忙時
期が平常時の日曜日の 1.5 倍の来場者と見な
して算出した場合、1 年間（10 ヶ月）におよ
そ 60 万人が「みなと日曜朝市」に足を運ん
だことになる

ア．1 日の来場者数（推計）
　○　平常月の来場者 約 12,000 人
　○　繁忙月（3 ヶ月）の来場者
                　約 18,000 人

※  イベント開催日やお盆シーズンには 2 万
人を超える。

イ．年間の来場者数（推計）
　平月　　12,000 人× 28 日 =336,000 人
　繁忙月　18,000 人× 15 日 =270,000 人
　合計　　　　　　　　　約 600,000 人

 ②　来場者の属性
男女別では，買い物目的の来場者が 8 割に

のぼっていることもあってか、女性の来場者
が 6 割強を占めている。

一方、男性は 4 割弱で、見学または散策し
ながら、なじみの友人とコーヒーを飲みなが
ら歓談する姿が目を引いている。

来場者の年代をみると、60 歳代が 31.7%、
50 歳 代 が 21.9% の 順 で 多 く、70 歳 代 の
10.9% を加えると、実に、中高年齢者が 6 割
強を占めており、シニア層が朝市の最大のお
得意さんで、20､ 30 歳代の若者層は 14.2%
に過ぎなかった。
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③　  二人連れなど小グループの来場者が 7
割強

来場者の行動をみると、夫婦や友人との二
人づれが 56.8% と最も多く、続いて 3、4 人
づれといったファミリー・グループが 18.6%
といったように、少人数のグループで訪れる
来場者が 75.4% と大方を占めている。

一方、1 人での来場者は、全体の 2 割強で
あるが、そのうち女性が 6 割方を占めている。
そのなかでも、徒歩、自転車などの交通手段
が 5 割強を占めているように、「みなと日曜
朝市」が、近隣周辺の女性から、朝の食材を

買い求める台所代わりに利用されていること
がうかがわれる。

38.3
61.7

女性 男性

出所 : 来場者に対するアンケート調査
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（2）　  来場者の居住地域と目的、訪問頻度、

交通手段

①　来場者の居住地
平常月で、一日およそ 12,000 人という来

場者がどこから来ているのだろうか。来場者
に対するアンケート調査の結果によると、市
内居住者が 76.5% と圧倒的である。なかでも
鮫、白銀、湊、小中野地区といった湊周辺地
区が 2 割強（全体では 17.5%）を占めている。

また、八戸市外からの来場者は全体の
23.5% であるが、八戸市から片道 30 キロ圏
内にある、三戸郡や上北郡の市町村など県南
地域からの来場者が多い。

一方、青森県外からの来場者は 10.4% を占
めており、そのうちの大半が、洋野町、一戸
町、二戸市、久慈市などの岩手県北からの買
い物客と想定される。

その他、来場者全体の 6.0% は、他県から
の観光客で、アンケートの回答者の中では、
東京、福島、仙台、秋田などからの来場者が
見られた。

②　来場目的
来場者の目的（複数選択）は、買い物が約

8 割と圧倒的に多く、見物又は散策目的も
20.2% を占めており、およそ 2 千人強の来場

者が、屋台テントを覗きながら、「意外なモノ」
をぶらぶら探す楽しみに訪れている。

また、全体の 9.3% にあたる 1 千人強の来
場者が、家族連れや友人を連れ添って、買い
物のついでに、ラーメン、そば、うどん、せ
んべい汁など朝食に舌鼓を打つ姿が目につい
ている。

その他、観光目的が 6.0% と、人数にして
1 日 700 人前後の来場者が観光目的に訪れて
おり、そのうち 1 割弱の方が新幹線で訪れて
いることから、全体としては､ 来場者の 0.5%
にあたる 66 人程が宿泊を伴う観光客と考え
られる。　　

③　訪問頻度
訪問頻度をみると、来場者 12,000 人のう

ち約 4 割弱にあたる 4,500 人が毎週訪れてお
り、月に 2～3 回の馴染み客を併せると、実
に 7 割弱の来場者が、「みなと日曜朝市」の
常連客ということになる。

そうした一方、2 割弱の来場者は、「初めて」
または「2 年以上振り」に訪れているように、
来場者の新鮮度が高く、市場のリフレッシュ
が図られている。

来場者の構成比
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④　交通手段
朝市までの交通手段としては、自動車が 8

割強と圧倒的に高く、1 万人の来場者の足と
なっている。

また、近隣町内から徒歩または自転車を利
用する来場者は、全体の 12.6% にあたる約
1,500 人にのぼっている。

その他、観光等の目的でホテルからタク
シーを利用しての来場者は、全体の 0.5% の
66 人で、バスも同様の利用客であった。

（3）　買い物金額・買い物・満足度

①　買い物金額
1 日の購買金額を聞いてみたところ、一人

（あるいは 1 家族）「2,000 円位」が 27.3% で
最も多く、続いて「3,000 円位」の 26.8%、「1,000

円位」の 22.4% で、平均買い物金額は、一人
2,442 円と想定される。

この平均買い物金額は、一人当たりの消費
支出額というよりは、二人連れ、または 3 な
いし 4 人連の家族単位での消費支出額が妥当
と考えられる。

また、目的別に購買金額を調べてみたとこ
ろ、観光目的が、一人 3,090 円と最も高く、
飲食が 3,000 円、買い物が 2,476 円と続いて
いる。飲食が二番目に高いのは、飲食の場合、
家族での食事に加え、併せて買い物も行うこ
とから金額が高くなっていると思われる。

人数単位別の購買金額をみると、「その他
（五人以上）」が 3,143 円で最も高いなか、「三
人」が 2,679 円、「二人」が 2,554 円、「一人」
が 2,105 円であった。
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②　購入商品
2 回目のヒアリング調査の際に、「何を購

入されましたか」という質問を行ったところ、
半数の方が青果物を購入しているように、朝
市というと、新鮮な青果物を買い求めると
いったイメージが裏付けられる。

2 番目に多い購入商品は魚介類で、来場者
の 4 割方が購入しているのは、「みなと日曜
朝市」ならではの特色といえる。

また、「惣菜」も 4 割近い来場者が購入さ
れているように、朝食としての弁当や焼きそ
ば、天ぷらなどの副食の購入が多かった。「そ
の他の商品」が 14.1% と、お好み焼きや串も
ち、チヂミ、焼き鳥などが人気が高く、最近
では、から揚げの購入が目についている。

③　満足度
来場者の満足度合いをみると、8 割が「満

足した」、1 割強の「やや満足」と、「満足」
が 95.1% と、かなり高い評価となっている。

目的別に満足度をみると、「飲食」目的が
94.1% が「満足した」と答えており、「買い物」
も 85.0% と、朝早く新鮮な食材を購入できて
満足した、といった様子がうかがえる。

また、「観光」目的も 8 割が「満足」と答
えているように、思った以上に満足度が高い
ことが分かる。

一方、「普通」または「不満」は、全体の 4.3%
とあるように、1 日の来場者 12,000 人のうち、
500 人前後は覚めた目で見ている。なかでも、

「見物または散策」に訪れた来場者の 8.1% は、

意外と冷静にみている様子がうかがえる。
購入商品（複数回答）

50.6

43.5
38.8

3.5
7.1

14.1

0

10

20

30

40

50

60

青果物 魚介類 惣菜 菓子 コーヒー その他

％

出所:来場者に対するアンケート調査 出所 : 来場者に対するアンケート調査

満足度合い

85.0
94.1

78.4 80.0 80.9

13.5 20.0 14.212.2

3.82.7

5.9 5.4
0.52.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

買い物 飲食 見物 観光 全体

％

満足 やや満足 普通 不満

5.　八戸「みなと日曜朝市」の経済波及効果

今回の調査では、出店業者や周辺店舗及び
関連業者等に対するヒアリング調査、来場者
へのアンケート調査、朝市での来場者数のカ
ウント調査等により算出した、八戸「みなと
日曜朝市」の需要発生額 10 億 3 千 3 百万円
をベースに、「平成 17 年青森県産業連関表」
を用いて経済波及効果の推計を試みた。

その結果、「みなと日曜朝市」に関わる需
要発生額（10 億 3 千 3 百万円）による生産
誘発額は、直接効果 10 億 7 百万円、第一次
波及効果 3 億 3 千 2 百万円、第二次波及効果
2 億 5 千 9 百万円を合わせた 15 億 9 千 8
百万円であった。（第 3 表）

また、粗付加価値誘発額が 9 億 3 千 7 百万
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円、雇用者所得誘発額が 4 億 7 千 4 百万円と
算出され、雇用者は新たに 150 人が生み出さ

れていると推計される。　　　　　　　　　

第 3 表　八戸「みなと日曜朝市」の経済波及効果
（単位 : 百万円）

生産誘発額 粗付加価値誘発額 雇用者所得誘発額 雇用者誘発数

①需要発生額 1,033.3 ─ ─ ─

②直接効果 1,007.4 590.6 327.5 113

③第 1 次波及効果   331.5 177.0  81.7  21

④第 2 次波及効果   258.9 169.3  64.8  16

合　計 1,598.0 936.9 473.9 150

（1）　需要発生額

「みなと日曜朝市」の開催に伴う需要発生
額として、第 4 表に示したように、出店者の
売上高 6 億 1 千万円を中心に、当該朝市の運
営に関わる 2 ヶ所の事務局の支出額約 4 百万
円、それに朝市の舞台である館鼻岸壁に所在
する商業施設や関連事業の売上 2 千 4 百万円
が直接需要効果として想定される。

また、当該朝市への観光目的で訪れた来場
者が、朝市以外に支出される観光消費額 2 億
5 千 6 百万円のほか、朝市訪問の際のタク
シー、バス等の交通機関の売上収入約 4 百万
円が見込まれる。

その他、朝市会場は、市街地から遠隔地に
あり、出店業者の所在地も八戸市を中心に青
森県南、岩手県北にかけ半径 30 キロ圏にわ
たるほか、来場者も湊周辺を中心に 8 割の住
民が自動車で訪れることから、自動車の燃料
費 が、10 ヶ 月 間 で 購 買 価 格 に し て 1 億 1
千万円と推計され、直接需要効果の対象に加
えた。

その際、当該朝市に関連して発生する需要

に対する供給事業者は、八戸市を中心に青森
県県南地方から岩手県北地方にわたることか
ら、今回の経済波及効果は、北奥羽経済圏域
に及ぶものと考えられる。

（2）　部門別直接支出額

①　出店者の売上高
出店者の年間売上高は、およそ 6 億 1 千万

円と推計される。（第 4 表）
業種的には、青果物をはじめ鮮魚 ･ 塩干物、

生花、食品、飲料、衣料、雑貨などの商業販
売金額が 2 億 2 千 5 百万円と最も多く、次に、
惣菜やパン・菓子、製麺、水産高品品などの
食料品製造業が 1 億 4 千 5 百万にのぼる。

三番目として、出店数が 97 業者と最も多
い農業の売上高が 1 億 1 千 6 百万、漁業の売
上が 8 百万円と推計されるように、流通業者
を経由しない農林漁業者の売上高が、全体の
2 割を占めていることが朝市としての大きな
特徴であり、「地産地消」としての経済効果
が期待される。

また、当朝市の特徴として、ラーメン、そ
ばなどの飲食やお好み焼き、焼き鳥など屋台
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テント、コーヒー・ショップなどの「対個人
サービス」の人気が高く、売上高は 47 店の
1 億 7 百万と推計される。

その他、朝市出店者の中には、週 1 回の販
売事業のためにパートやアルバイトを採用し
ているところが多くみられ、家内従事者や常
用従業員を除いた、臨時の雇用者は 180 名と
推計される。そうした臨時の雇用者に支払わ
れる人件費だけでも 2 千 3 百万円にのぼるも
のと思われる。

（試算根拠）
  パート・アルバイトの人件費　180 人× 3
時間× 1,000 円× 43 ケ月 =23,220 千円

②　事務局の運営経費
「みなと日曜朝市」の運営事業体である、「海

の朝市会」と「湊日曜朝市会」が、それぞれ
会員から加入金と年会費を徴収し、当該朝市
の事業運営を行っている。その二つの運営事
務局の経費支出額が、年間 7,111 千円であり、
そのうち人件費の支出額 2,735 千円が計上さ

第 4 表　部門別直接消費支出　
（千円）

出店者売上 朝市事務局
の運営費

周辺店舗・
関連産業売上

観光消費・
宿泊支出

あさぐる・循環
バス・タクシー

出店者・来場者
のガソリン代 計

1 農 業 116,150 0 0 0 0 0 116,150

4 漁 業   7,575 7,575

6 食 料 品 145,440 145,440

8 パ ル プ・ 紙・ 木 製 品   3,535 3,535

21 その他の製造工業製品   4,545 4,545

23 電 力・ ガ ス・ 熱 供 給 6 6

25 商 業 225,230 144 16,565 47,268 109,876 399,083

28 運 輸 24 3,576 3,600

29 情 報 通 信 397 397

30 公 務 131 131

33 その他の公共サービス      272 272

34 対 事 業 所 サ ー ビ ス 2,728 2,728

35 対 個 人 サ ー ビ ス 107,060 562 7,070 209,072 46 323,810

36 事 務 用 品 112 112

609,535 4,376 23,635 256,340 3,622 109,876 1,007,384

人 件 費  23,220 2,735 25,955

計 632,755 7,111 23,635 256,340 3,622 109,876 1,033,339

（出所 : 高橋取材調査データ）
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れている。　

③　周辺店舗 ･ 関連事業者の売上
会場周辺の店舗やストア、飲食店、コンビ

ニ、自動販売機の売上等のほか、出店者のア
ンテナショップとしての販売波及効果を加え
た売上高を、推計約 2 千 4 百万円と試算した。

④　観光関連支出
観光目的に訪れた来場者は 3 万 6 千人、う

ち宿泊者が約 3 千人と見込まれる。そして、
観光客として朝市に訪れた際に、朝市以外の
1 人当たりの観光消費支出（12,581 円－ 2,581
円）をおよそ 10,000 円と算定した結果、商
業支出額が 47,268 千円、対個人サービス支
出額は 189,072 千円と推計した。

それに、宿泊支出推計額 20,000 千円を加
算した結果、観光関連の総支出金額は、合計
256,340 千円と推計される。

　　　　　　　
（試算根拠）
ア．  観光客推計　12,000 人× 6% × 50.5 ケ

月（年間換算） =36,360 人
イ．  アンケート調査より消費支出主体　
　　  夫婦・家族　36,360 人× 70% × 0.5（2

人づれ） =12,726 組
　　  単独・団体　36,360 人× 30% × 1.0（単

独旅行） =10,908 人
　　　合　計 23,634 組（人）
ウ．  一人当たり観光消費支出（平成 22 年

度コンベンション調査実績） 12,581 円
　①お土産品　4,316 円－朝市支出 2,316 円
 =2,000 円
　②飲食費　　5,559 円－同上 238 円
 　=5,321 円

　③観光娯楽　1,908 円－同上 0 = 1,908 円
　④その他　　798 円－同上 0　　 =798 円
朝市以外の消費支出 12,581 円－ 2,554 円
 = 約 10,000 円
エ． 朝市以外の消費支出
　　  商業　 ①お土産品　2,000 円× 23,634

組（人） 　=47,268 千円
　　  対個人サービス②③④消費 8,000 円×

23,634 組（人）　 =189,072 千円
　　　合　計 236,340 千円
オ．宿泊費
　　アンケート調査より宿泊者 0.55%
　　  12,000 人 × 0.55% × 50.5 ケ 月（ 年 間

換算） 　=3,333 人
　　3,333 人×一泊 6,000 円
　 = 約 20,000 千円
カ．観光関連支出　 エ＋オ＝ 256,340 千円

⑤　運輸（バス・タクシー）
バス、タクシーの売上高は、八戸あさぐる

（乗り合いタクシー）と日曜朝市循環バスの
利用者の売上収入が 488 千円と想定される。
なお、利用実績は、東日本大震災のなかった
平成 22 年度の利用実績をベースに試算した。

それに加えて、年間宿泊観光客の 3,333 人
（アンケートより算出）が朝市を訪問したと
仮定して、八戸あさぐる、日曜朝市循環バス
利用者（推計 450 人）を除いたおよそ 2,880
人が、タクシーとバスを利用し、みなと日曜
朝市会場を訪れた想定した。その結果、推定
される売上収入 3,088 千円を合計した 3,576
千円を運輸収入として計上した。　

その他、八戸あさぐる利用者の銭湯利用の
売上高を 46 千円と計上した。　 
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（試算根拠）
ア．  「あさぐる」＋「日曜循環バス」＝売上収

入　488,170 円
イ．  ア．以外にホテルから直接、みなと日

曜朝市にタクシーあるいはバスを利用
した観光客の交通費

　①　  3,333 人－「あさぐる」「日曜循環バ
ス」（450 人）＝ 2,880 人

②　  往路タクシー 2,880 人× 0.5（2 人乗車）
× 1,300 円＝ 1,872 千円

　　  復路タクシー 2,880 人× 0.5 × 0.5（半
分）× 1,300 円＝ 936 千円

　　  復 路 バ ス　2,880 人 × 0.5 × 0.5 ×　
200 円＝ 280 千円

ウ．  タクシー及びバス利用による運輸収入
額の推計　
ア＋イ＝ 3,576 千円

第 5 表　平成 22 年度「あさぐる」「循環バス」利用状況
（人）

項目 利用者数 （うち日曜日）

八戸あさぐる（乗合タクシー）   777   225

日曜朝市循環バス利用者数 3,336 3,336

⑥　自動車関連経費（ガソリン代）
今回の調査の結果、出店者や来場者の居住

地が広範囲に及ぶうえ、自動車による移動が
大部分を占めることから、ガソリンの消費が
大きい。そこで、ガソリンの購買金額を算定
するために、それぞれ居住地からの距離に、
1 リットル当たりガソリン 140 円（平均 10
キロ走行と仮定）として試算した。

その結果、年間ガソリン価格の総購入額は
1 億 1 千万円と推計される。

（試算根拠）
ア .　自動車利用の来場者
　a.　利用台数
　　　  来場者のアンケート調査の結果よ

り、自動車での来場者割合　83.6%
　　　  自 動 車 で の 来 場 者　12,000 人 ×

83.6%= 約 10,000 人
　　　利用自動車台数　5,589 台
　　　　  来場者の人数…1 人（20.8%）、2

人（56.8%）、3 人（15.3%）、4 人
（3.3%）、その他（3.8%）より推計
し、自動車利用者 10,000 人のう
ち使用した自動車は 5,589 台と試
算。

　b.　ガソリン使用量（金額）
　　　  来場者のアンケート調査の結果より

…湊周辺地区（11.1%）、八戸市内
（62.1%）、県内（12.4%）、県外（14.4%）
より推計し、ガソリン消費額（1 リッ
トル 140 円、10 キロ走行を前提に
試算）は 101,650 千円

イ．出店業者等のガソリン消費額
　a.　  出店業者 326 人の居住地より距離数
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を勘案し、1 キロ 140 円、10 キロ走
行を前提に試算

　　　　年間ガソリン消費額 5,300 千円
　b.　  パート・アルバイトのガソリン消費

金額
　　　　事業者 326 人
　　　　家族 ･ 従業員　推計 100 人

　　　　パート・アルバイト 　 　180 人 
  計　606 人

　　　  180 人×①の平均距離 27 キロ× 140
円×日数 43 日 = 2,926 千円

　　合計　a+b=8,226 千円
　総合計　ア + イ =109,876 千円

第 6 表　出店業者の居住地

八戸市 237 田子町 4 三沢市 2 青森市 1 一戸町   1

階上町  17 五戸町 3 十和田市 3 ひろの町 6 軽米町   2

南部町  29 新郷村 1 七戸町 1 久慈市 1

三戸町   6 おいらせ町 7 五所川原市 1 二戸市 4 合計 326

　　（出所 : 高橋取材調査データ）

（3）　生産誘発額

今回の八戸「みなと日曜朝市」に関連した
需要発生額 10 億 3 千 3 百万円を 37 部門の業
種別に分類し、「平成 17 年度青森県産業連関
表」を用いて経済波及効果の計算を試みた。
その結果、生産誘発額は、直接効果 10 億 7
百万円に第 1 次波及効果 3 億 3 千 2 百万円、

第 2 次波及効果 2 億 5 千 9 百万円を加えた
15 億 9 千 8 百万円が算出され、およそ 16 億
円の経済波及効果が得られることが明らかに
なった。

また、新たに 150 人の雇用者が生み出され
たと推計された。
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（補　論）

1.　現状の問題点と今後の課題

今回、八戸「みなと日曜朝市」の調査 ･ 分
析を行う機会があったことから、平成 23 年
10 月から半年間、朝市に通いなから、326 件

の出店業者を訪問し、会場を見聞したなかで、
朝市の現状の問題点や今後の運営に関する課
題ついて、私見を試みたものである。

 21

 (３) 生産誘発額 
   今回の八戸「みなと日曜朝市」に関連した需要発生額 10 億 3 千 3 百万円を 37 部

門の業種別に分類し、「平成 17 年度青森県産業連関表」を用いて経済波及効果の計

算を試みた。その結果、生産誘発額は、直接効果 10 億 7 百万円に第１次波及効果 3
億 3 千 2 百万円、第 2 次波及効果 2 億 5 千 9 百万円を加えた 15 億 9 千 8 百万円が

算出され、およそ 16 億円の経済波及効果が得られることが明らかになった。 
   また、新たに 150 人の雇用者が生み出されたと推計された。 
 

経済波及効果の計算（３７部門表による第２次波及効果まで） 目次へ戻る

（需要額が増減する場合  県内(※)需要のみ） ※北奥羽経済圏 波及効果分析フロー図へ

需要額
(億円)

投入係数  B
原材料投
入額合計

自給率
県内産品
需要額

逆行列係数  F
第１次生
産誘発額

粗付加価
値率

直接効果
の粗付加
価値額

第１次粗
付加価値
誘発額

雇用者所
得率

A 農業 畜産 林業 漁業 鉱業 食料品C＝A×B D E＝C×D 農業 畜産 林業 漁業 鉱業 G＝F×E H I＝A×H J＝G×H K
1 農 業 1.1615 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0 0.631201 0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0 0.629214 1 0 0.161925
2 畜 産 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0 0.638737 0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0 0.247869 0 0 0.100794
3 林 業 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0 0.856093 0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0 0.721794 0 0 0.223666
4 漁 業 0.07575 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0 0.466291 0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0 0.583299 0 0 0.207349
5 鉱 業 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.153310 0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0 0.435860 0 0 0.122871
6 食 料 品 1.4544 0.0 0.4 0.0 0.1 0.0 0.1 1 0.321663 0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0 0.249490 0 0 0.153182
7 繊 維 製 品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.015269 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.394414 0 0 0.298931
8 パ ル プ ･ 紙 ･ 木 製 品 0.03535 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.448112 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.277447 0 0 0.103850
9 化 学 製 品 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.032792 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.509575 0 0 0.099096

10 石 油 ・ 石 炭 製 品 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0 0.021717 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.235983 0 0 0.130077
11 窯 業 ・ 土 石 製 品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.462373 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.327979 0 0 0.201084
12 鉄 鋼 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.139442 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.344436 0 0 0.046532
13 非 鉄 金 属 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.014609 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.608928 0 0 0.145206
14 金 属 製 品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.228546 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.436125 0 0 0.261043
15 一 般 機 械 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.123125 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.597340 0 0 0.171886
16 電 気 機 械 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.057450 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.373191 0 0 0.263161
17 情 報 ・ 通 信 機 器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.065034 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.266584 0 0 0.175596
18 電 子 部 品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.053498 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.401345 0 0 0.276306
19 輸 送 機 械 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.010207 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.257383 0 0 0.149279
20 精 密 機 械 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.020834 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.368394 0 0 0.246951
21 その他の製造工業製品 0.04545 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.164883 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.480770 0 0 0.326730
22 建 設 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 1.000000 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.464246 0 0 0.311134
23 電 力 ･ ガ ス ･ 熱 供 給 0.00006 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.925362 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.493189 0 0 0.115541
24 水 道 ・ 廃 棄 物 処 理 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 1.000000 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.619402 0 0 0.317035
25 商 業 3.99083 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0 0.553838 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.701786 3 0 0.410805
26 金 融 ・ 保 険 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0 0.943330 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0 0.647549 0 0 0.283095
27 不 動 産 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.998165 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.890148 0 0 0.018488
28 運 輸 0.036 0.0 0.1 0.0 0.0 0.3 0.0 0 0.705279 0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.2 0 0.489673 0 0 0.285659
29 情 報 通 信 0.00397 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.537653 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.609803 0 0 0.211663
30 公 務 0.00131 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 1.000000 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.723497 0 0 0.427841
31 教 育 ・ 研 究 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 1.000000 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.804140 0 0 0.661314
32 医 療 ･ 保 健 ･ 社 会 保 障 ・ 介 護 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 1.000000 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.618344 0 0 0.521004
33 その他の公共サービス 0.00272 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 1.000000 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.630325 0 0 0.540453
34 対 事 業 所 サ ー ビ ス 0.02728 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.609452 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0 0.585928 0 0 0.349466
35 対 個 人 サ ー ビ ス 3.2381 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.806418 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.585845 2 0 0.280347
36 事 務 用 品 0.00112 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 1.000000 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.000000 0 0 0.000000
37 分 類 不 明 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.984490 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 -0.105312 0 -0 0.026906

合 計 10.07384 4 0.674622 2 3 6 2

生産額 (単位:億円)

生産誘発額 10.07
  粗付加価値誘発額 5.91
　　雇用者所得誘発額 3.27

従業者数・雇用者数 (単位:人)

　従業者増加人数 168
　　雇用者増加人数 113

これは名目成長率の に相当します（平成19年度県内総生産を基準）。

に相当します（平成22年度県内総生産を基準）。
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波及効果

21 16

直接効果
第２次
波及効果

3.32

0.02%

合  計

31 21

1.69
0.65

合  計

第２次
波及効果

 

消費パターン
直接効果
雇用者所

得額

第１次雇
用者所得
誘発額

消費転換
率

消費支出
増加額

生産誘発
係数(民間
消費支出)

第２次生
産誘発額

第２次粗
付加価値
誘発額

第２次雇
用者所得
誘発額

生産誘発
額合計

従業者係
数

直接効果
従業者誘

発数

第１次従
業者誘発

数

第２次従
業者誘発

数

雇用者係
数

直接効果
雇用者誘

発数

第１次雇
用者誘発

数

第２次雇
用者誘発

数
L＝A×K M＝G×K N P=(L+M)×N Q R=P×Q S＝R×H T＝R×K A+G＋R U A×U G×U R×U V A×V G×V R×V

0 0 0.012634 0 0 0 1 1 農 業 0.351228 41 8 1 0.070912 8 2 0
0 0 0.005071 0 0 0 0 2 畜 産 0.081261 0 2 0 0.036389 0 1 0
0 0 0.000916 0 0 0 0 3 林 業 0.081767 0 0 0 0.070713 0 0 0
0 0 0.002826 0 0 0 0 4 漁 業 0.161703 1 1 0 0.054690 0 0 0
0 0 0.000697 0 0 0 0 5 鉱 業 0.031721 0 0 0 0.031651 0 0 0
0 0 0.040904 0 0 0 2 6 食 料 品 0.051115 7 1 1 0.049243 7 1 1
0 0 0.000224 0 0 0 0 7 繊 維 製 品 0.191513 0 0 0 0.176663 0 0 0
0 0 0.004055 0 0 0 0 8 パ ル プ ･ 紙 ･ 木 製 品 0.029300 0 0 0 0.025229 0 0 0
0 0 0.000639 0 0 0 0 9 化 学 製 品 0.018865 0 0 0 0.018581 0 0 0
0 0 0.000911 0 0 0 0 10 石 油 ・ 石 炭 製 品 0.030152 0 0 0 0.030152 0 0 0
0 0 0.000985 0 0 0 0 11 窯 業 ・ 土 石 製 品 0.059292 0 0 0 0.057567 0 0 0
0 0 0.000073 0 0 0 0 12 鉄 鋼 0.008506 0 0 0 0.008452 0 0 0
0 0 0.000012 0 0 0 0 13 非 鉄 金 属 0.029827 0 0 0 0.029771 0 0 0
0 0 0.000843 0 0 0 0 14 金 属 製 品 0.071764 0 0 0 0.064535 0 0 0
0 0 0.000232 0 0 0 0 15 一 般 機 械 0.039381 0 0 0 0.038975 0 0 0
0 0 0.000630 0 0 0 0 16 電 気 機 械 0.075353 0 0 0 0.073300 0 0 0
0 0 0.000790 0 0 0 0 17 情 報 ・ 通 信 機 器 0.092563 0 0 0 0.092397 0 0 0
0 0 0.000085 0 0 0 0 18 電 子 部 品 0.084458 0 0 0 0.082590 0 0 0
0 0 0.000158 0 0 0 0 19 輸 送 機 械 0.048913 0 0 0 0.044394 0 0 0
0 0 0.000075 0 0 0 0 20 精 密 機 械 0.075656 0 0 0 0.074726 0 0 0
0 0 0.003555 0 0 0 0 21 その他の製造工業製品 0.128170 1 0 0 0.110594 1 0 0
0 0 0.010420 0 0 0 0 22 建 設 0.116020 0 1 0 0.100125 0 1 0
0 0 0.027672 0 0 0 0 23 電 力 ･ ガ ス ･ 熱 供 給 0.013896 0 0 0 0.013896 0 0 0
0 0 0.014678 0 0 0 0 24 水 道 ・ 廃 棄 物 処 理 0.065938 0 1 0 0.065260 0 1 0
2 0 0.096153 0 0 0 5 25 商 業 0.157213 63 5 5 0.139744 56 5 4
0 0 0.077275 0 0 0 1 26 金 融 ・ 保 険 0.053261 0 2 1 0.052358 0 2 1
0 0 0.206918 1 1 0 1 27 不 動 産 0.010973 0 0 1 0.005978 0 0 0
0 0 0.050262 0 0 0 1 28 運 輸 0.068424 0 3 1 0.066926 0 2 1
0 0 0.036067 0 0 0 0 29 情 報 通 信 0.042537 0 1 0 0.042239 0 1 0
0 0 0.003467 0 0 0 0 30 公 務 0.056969 0 0 0 0.056969 0 0 0
0 0 0.023408 0 0 0 0 31 教 育 ・ 研 究 0.083482 0 0 1 0.082429 0 0 1
0 0 0.063759 0 0 0 0 32 医療･保健･社会保障・ 0.126818 0 0 2 0.123375 0 0 2
0 0 0.016588 0 0 0 0 33 その他の公共サービス 0.151128 0 1 1 0.150704 0 1 1
0 0 0.040152 0 0 0 1 34 対 事 業 所 サ ー ビ ス 0.119999 0 4 1 0.111509 0 4 1
1 0 0.109308 0 0 0 4 35 対 個 人 サ ー ビ ス 0.168819 55 1 6 0.126797 41 0 4
0 0 0.001510 0 0 0 0 36 事 務 用 品 0.000000 0 0 0 0.000000 0 0 0
0 0 0.004040 0 -0 0 0 37 分 類 不 明 0.007602 0 0 0 0.007531 0 0 0
3 1 0.857992 3 2 1 16 合 計 168 31 21 113 21 16

（参考）青森市平均消費性向 -家計調査から－
H17 0.823
H18 0.737
H19 0.692
H20 0.722
H21 0.813 0.7574  17～21平均
H22 0.687
H23 0.773 0.7374  19～23平均

0.737 3
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（1）　施設 ･ 衛生 ･ 品質 ･ 駐車場関係

①　食品衛生面
当該朝市には，みなとの朝市特有の生鮮魚

介を扱っていることから、生もの提供に関す
る衛生面や消費期限の管理に関するトラブル
が少なからず発生し、関係当局の調査や指導
が随時行われているようである。

実際、現場に足を運んでみると、金銭に触
れた手で生ものの商品を袋に入れたり、突然
の天気不順から雨ざらしにあった生もの食品
を、そのまま水を切ってまま販売したり、素
人目にも衛生上懸念される事象が少なくな
い。

その他、当該朝市の場合、飲食や総菜、お
好み焼きなど、目の前で焼いたり、煮たり、
揚げたりし、商品・サービスを提供する商売
が人気をあげている。保健所に対し届け出を
行い、衛生管理指導に則って調理を行ってい
ることは当然のことであるが、現場の対応に
おいて、全く問題がないわけではない。

食中毒などの大きな問題は発生していない
ようであるが、一度大きな問題が発覚すれば、
朝市のイメージダウンばかりか、営業そのも
のの存続さえも問題になりかねないリスクが
存在する。そのため、改めて管理している運
営事業体による全出店業者に対する食品衛生
管理の指導と管理の徹底が課題としてあげら
れる。

②　鮮度・品質面
また、消費期限の過ぎたと思われる生鮮食

品を、新鮮に見せる工夫を施して販売するな
ど、商道徳に反する業者もいないわけではな
い。そうしたビジネスとしてのマナーを欠い
た業者の指導は、朝市参加会員の会議や講習

会において指導が行われている運営事業体も
あるようだが、参加者全員への指導が徹底さ
れているわけではない。

二つの運営事業体が存在し、全出店業者に
対する統一された共通の商品管理の指導体制
がみられないことから、徹底されていないと
ころに難しさがある。まさに、ソーシャルマー
ケティングとしての社会的責任意識の醸成と
合わせて、食品事業に関わる事業者の問題が
問われている。

③　トイレ等の衛生
現在、朝市会場には、二つの事務局が用意

する 2 ヶ所の簡易トイレがあるが、出店事業
者及び従業員、パート、アルバイトのおよそ
600 人に加え、1 万人を超える来場者を考え
ると不足は否めない。現実的には、水産公社
の店舗など周辺施設のトイレを利用するな
ど、その都度急場を凌いでいる状態である。

また、生ものを初めとする食品を扱ってい
る施設からして、販売事業に携わる従業員や
食品に触れる来場者の手を洗う場所がない。

今後、事業運営をさらに拡充し、観光客を
本気になって受け入れるためには、こうした
最低限の生理的 ･ 衛生的条件をクリアするた
めの努力と実行が必要であり、二つの運営事
業体の共同運営の重要さが求められる。

④　駐車場面
現在、2 ヶ所の駐車場に誘導者を配置して

案内を行っているようであるが、平常月にお
いて、事業者及びパート・アルバイトの車両
506 台に、来場者の利用車両 5,589 台を加え
ると、延べ必要駐車台数は約 6,000 台となる。

現実には、来場者の入替えにより必要駐車
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台数が少なくなるが、朝市会場周辺の路上や
施設の空き地を利用しており、日曜の早朝と
あって事なきを得ている。当然のことながら、
繁忙期やイベント催事の際には不足となり、
さらに事業の拡充を視野に入れた駐車場対策
が求められることになる。

（2）　運営上の問題

①　営業時間と櫛の歯の抜けた通り　　
朝市の開催時間は、夜明けから午前 10 時

とある。ところが、午前 8 時前には、すでに
商品を売り尽くし、店をたたんで帰ってしま
う業者も少なくない。

そのため、午前 8 時過ぎた頃には、朝市の
通りの一画によっては、櫛の歯が抜け落ちた
ように、屋台テントや戸板店舗が消えてなく
なり、残された店の通りからは人通りが途絶
え、朝市の街並みの体をなさない通りもある。

一方、折角、早朝訪れた観光客や買い物客
の期待を裏切ることになるほか、出店業者に
とっても、通りから賑わいが欠け、集客力が
低下し、売上がままならないリスクを抱える
ことになる。

②　空き店舗対応と経営意識
また、時季によっては、早朝から朝市会場

に空き店舗が目に付くことが多い。農家や漁
業など一次産業に携わる業者によっては、時
季によって収穫、漁獲の少ない時期もあって、
店を開けない日がある。また、惣菜、お好み
焼きなどの屋台テント業者によっては、他の
会場イベントへの参加なども重なり、空き店
舗にせざるを得ない時期もある。

ところが、朝市会場に店舗を構える事業者
は、「誰のために」「何のために」事業を営ん

でいるといった事業理念をしっかり持ち、事
業者としての経営意識を持つことが何よりも
大事である。そのため、責任をもって店舗を
開くか、開けない事情がある場合には、運営
事業体と連絡の下で、店舗を維持する対応が
求められる。

一方、事業運営者としても、朝市会場の街
並みを維持し、来場者に対する満足を提供し
続けるマネジメントとしての義務がある。そ
うでなくては、せっかく観光を目当てに来場
した旅行客にとって、評判を落とすどころか、
観光スポットとしての地域経済活性化の役割
を果たせないことになる。

③　店舗構成
みなと日曜朝市は、「何でもありで楽しい」

という声がある半面、「雑然としていて、1
回来たら、もう十分だ」との声も聞かれる。
しかし、日本一の朝市として評価され、地域
の観光スポットとしての役割を期待されると
なると、朝市市場として運営上の経営管理が
必要となる。

それは、地域の「地産地消」としての食品
供給市場としての役割に加え、地域の観光ス
ポットとして「地産他消」による観光振興に
果たす期待が大きいだけに、供給サイドとし
ての店舗構成のバランスの工夫や、地域の魅
力ある観光資源の提供を通して、顧客の満足
を向上することが求められる。

④　販売態勢
今回の調査の結果、来場者の中に観光目的

が 6.0%、1 日 700 人から 1,000 人前後の観光
客が来場している。農作物や漁獲物の時季に
よっては、まとまった量の購買も考えられる
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が、意外と宅配を使った送りの販売をプレゼ
ンする出店者が少ないのが実情である。

あるいは、インターネットを利用した注文
や送りの販売も可能であるが、そうしたプロ
モーションの工夫があれば、折角の「地産他
消」による地域活性化のチャンスを生かせる
が、そうしたマーケティングによる有効な営
業面での指導が必要である。

⑤　朝市ブランド
ここの朝市に行くと「この商品が購入でき

る」、あるいは「この商品を購入するためには、
この朝市に出かけなくては」といった、朝市
でなくては手に入らないオンリーワン的な商
品、サービスがあってもいいのではないか。

朝市ならではの商品が無いわけではない
が、そうしたインパクトの強い商品は少ない
のが現状である。そうしたオンリーワン的な
商品やサービスを育て、取扱い店舗や事業者
を広く PR し、認知度を広めることが、朝市
の魅力を高め、ブランド化を推し進めること
になると思われる。

それが、さらに相乗効果的に集客力を増す
ことによって、地域の観光スポットとして魅
力を高め、地域化活性化の手段となり得るの
ではなかろうか。

　　
（3）　市場のマネジメント

①　広報・PR・案内
 「みなと日曜朝市」に関して、「あばっせ！」

というコミュニティ紙が発行され、店舗の業
種や主な取扱い商品の紹介を兼ねた、便利な
朝市マップが記載されている。しかし、折角
の素晴らしいマップも来場者ばかりか、出店
業者にも案外知られていないところが残念で

あり、広く配布し、行き渡るようにする手段
を講ずることが大事である。

また、来場していただくお客様に対する店
舗や商品、トイレ、駐車場、案内所などを表
示した、簡易な案内図を入口数箇所に掲示す
るなどの表示が必要である。

これだけの規模の朝市を、地域経済の活性
化の事業の一環として振興していくために
は、先ず、地元産の生鮮食品や高次加工され
た農水産物の「地産地消」をより推進するこ
とによって、地域資源の付加価値化と地域内
資金循環を高めることが大切である。

そして、さらに「地産他消」を促進し、地
域外から得た付加価値の地域内還流を促進し
ていくためには、観光客を呼び込むことがポ
イントとなる。そうした意味では、八戸「み
なと日曜朝市」は、観光スポットとして誘客
力を秘めており、経済波及効果をより高める
観光資源として有効に活用することが肝要で
ある。

そのためのプロモーションの手段としての
広報、PR 活動をより効果的、効率的に推進
するためには、農業観光を含めた広域市町村
との連携を図るといった、戦略的発想が必要
である。

②　朝市の事業運営マネジメント
当該朝市の事業運営をより拡充していくた

めに大切なことは、基本的にリピート客をい
かに維持し、拡大していけるかどうかである。
そのためには、来場者満足の視点での運営が
重要なポイントであり、そうした対応が、口
コミ等によるプロモーションによって広ま
り、新たな来場者を呼び込む吸引力となる。
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そうした意味で、今回のアンケート調査の
結果では、予想以上に満足評価が高いが、半
面、来場者からは、厳しい評価も耳にするほ
か、出店者会員による運営上の問題も内在す
ることから、朝市の販売事業のマーケティン
グ・マネジメントとともに、事業全体の運営
に関する統一的な経営管理が重要と思われ
る。

また、現状二つの事業運営体が、お互い競
争意識を持つことで、事業運営面において活
性化が期待されるが、一方では、朝市全体の
事業運営を総合的に経営管理していくために
は、事業組織そのものの統合、または協議運
営組織による統合運営管理が最低限求められ
るのではなかろうか。

③　運営支援組織の構築
さらに、当該「みなと日曜朝市」が八戸を

中心とした北奥羽経済圏域の活性化の牽引役
としての役割を期待するのであれば、朝市全
体の事業を総合的に運営する業務推進組織と
その戦略的事業のマネジメントをつかさどる
リーダーの存在が重要である。そして、その
事業を運営面や業務、観光面などにおいて、
地域全体で支援するための連携運営組織が大
きな役割を果たすのではなかろうか。

そのためには、二つの朝市の運営事業体に
加え、行政、経済団体、大学、地域金融機関、
研究機関、市民代表などによる運営協議会な
どの運営支援組織を構築するとともに、それ
ぞれの構成員が使命共同体としてネットワー
クを生かした支援活動を行うことが必要と考
えられる。

（以上）
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1．どちらから、お出でになりましたか？
八戸市内 八戸市外 未回答

全数 140 43 0
構成（%） 76.5 23.5 0.0

湊周辺 八戸市内 青森県内 青森県外
全数 32 108 19 24
構成（%） 17.5 59.0 10.4 13.1
　
2.　朝市に来られた目的を教えてください。

買い物 飲食 見物又は散策 観光 その他 未回答
全数 147 17 37 11 13 0
構成（%） 80.3 9.3 20.2 6.0 7.1 0.0

3.　買い物、飲食等には、何回おいでになりますか？
①ほぼ毎週 ②月に 2 ～ 3 回 ③ 1 年に 4 ～ 5 回 ④ 1 年に 2 ～ 3 回 ⑤その他 未回答

全数 69 54 13 13 34 0
構成（%） 37.7 29.5 7.1 7.1 18.6 0.0

4.　毎回、いくら位お使いになりますか（予定ですか）？
①ゼロ ② 500 円位 ③ 1000 円位 ④ 2000 円位 ⑤ 3000 円位 ⑥その他 合計

①買い物 全数 5 1 33 41 42 24 146
構成（%） 2.7 0.5 18.0 22.4 23.0 13.1 79.8

②飲食 全数 0 0 2 4 7 4 17
構成（%） 0.0 0.0 1.1 2.2 3.8 2.2 9.3

③見物 全数 1 3 11 10 5 7 37
構成（%） 0.5 1.6 6.0 5.5 2.7 3.8 20.2

④観光 全数 2 0 1 1 2 5 11
構成（%） 1.1 0.0 0.5 0.5 1.1 2.7 6.0

⑤その他 全数 1 1 3 2 5 1 13
構成（%） 0.5 0.5 1.6 1.1 2.7 0.5 7.1

全体 全数 8 3 41 50 49 31 182
構成（%） 4.4 1.6 22.4 27.3 26.8 16.9 99.5

4-1.　何を買われましたか？（複数回答可）
青果物 魚介類 惣菜 菓子 ラーメン そば コーヒー その他 未回答

全数 43 37 33 3 0 1 6 12 98
構成（%） 23.5 20.2 18.0 1.6 0.0 0.5 3.3 6.6 53.6

5.　満足されましたか？
①満足した ②やや満足 ③普通 ④不満 未回答

①買い物 全数 125 18 4 0 －
構成（%） 68.3 9.8 2.2 0.0 －

②飲食 全数 16 0 1 0 －
構成（%） 8.7 0.0 0.5 0.0 －

③見物 全数 29 5 2 1 －
構成（%） 15.8 2.7 1.1 0.5 －

④観光 全数 8 2 0 0 －
構成（%） 4.4 1.1 0.0 0.0 －

⑤その他 全数 9 3 1 0 －
構成（%） 4.9 1.6 0.5 0.0 －

全体 全数 148 26 7 1 1
構成（%） 80.9 14.2 3.8 0.5 0.5

6.　何で（交通手段）来られましたか。
①徒歩 ②自転車 ③自動車 ④バス ⑤タクシー ⑥その他 未回答

全数 13 10 153 1 1 5 0
構成（%） 7.1 5.5 83.6 0.5 0.5 2.7 0.0

7.　何人でおいでになりましたか
① 1 人 ②２人 ③３人 ④ 4 人 ⑤その他 未回答

全数 38 104 28 6 7 0
構成（%） 20.8 56.8 15.3 3.3 3.8 0.0

8.　あなたの年齢はいくつでしょうか？
① 10 歳代 ② 20 歳代 ③ 30 歳代 ④ 40 歳代 ⑤ 50 歳代 ⑥ 60 歳代 ⑦ 70 歳代 ⑧ 80 歳代 ⑨ 90 歳代 未回答

全数 2 8 18 34 40 58 20 3 0 0
構成（%） 1.1 4.4 9.8 18.6 21.9 31.7 10.92896175 1.63934426 0 0.0

男性 女性 未回答
全数 70 113 0
構成（%） 38.3 61.7 0.0
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みなと朝市 買い物に関するアンケート調査のお願い 
 
 

１．どちらから、お出でになりましたか？ 
   
  (１) 八戸市内 ⇒  ① 湊周辺(鮫･白銀･湊･小中野)  ③ 八戸市内    
 
  (２) 八戸市外 ⇒   ① 青森県内 （     ） ② 県 外（       ） 

               
２．朝市に来られた目的を教えてください  
 
  (１) 買い物  (２) 飲 食  (３)  見物または散策  (４)  観 光  

 
(５) その他（         ） 

 
３． 買い物、飲食等には、何回おいでになりますか。 
 
   ① ほぼ毎週   ② 月に２～３回   ③ １年に４～5 回 
   
   ④ １年に 2～３回    ⑤ その他（ 
 
４．毎回，いくら位お使いになりますか（予定ですか）？ 
 
   ① ゼロ   ② 500 円位   ③ 1,000 円位  ④ 2,000 円位  
 

 ⑤ 3,000 円位  ⑥ その他（       円） 
 
   ⇒ 青果物、魚介類、総菜、菓子、ラーメン、そば、コーヒー、（       ）

５．満足されましたか？ 
  
   ① 満足した   ② やや満足   ③ 普通   ④ 不満   
   
   ⑤ 感想・要望等（                     ） 
 
6．何で（交通手段）来られましたか。 
   
   ① 徒歩   ② 自転車  ③ 自動車  ④ バス  ⑤ タクシー 
  
   ⑥ その他（           ） 
 
７．何人でおいでになりましたか 
 
   ① １人   ② ２人   ③ 3人   ④ 4 人   ⑤その他（    人）

 
８．あなたの年齢は、いくつでしょうか? 
 
   ①     歳代    ② 男 ： 女 
 

ご協力 誠に有難うございました。 
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             アンケート調査 
 
 
下記のアンケートにご協力お願い致します。 
番号を○で囲んでください 
 

 １．あなたの業種をお知らせ下さい。 
 
  ① 農業生産者   

② 漁業生産者   
③ 青果物販売   
④ 鮮魚・塩乾物販売 

  ⑤ 食品加工販売 （弁当･惣菜･漬物･焼き鳥等） 
  ⑥ 菓子製造販売 （菓子･パン･餅・たこ焼き･たい焼き・チヂミ等）  

⑦ ラーメン・そば・うどん飲食    
⑧ 飲食（コーヒー･ホットドック等） 

  ⑨ 衣料・身の回り品･雑貨販売   
⑩ その他（              ） 

 
２．１日のお客様は何人くらいですか。 

 
  ① 10 人～20 人 
  ② 30 人～50 人 
  ③ 60 人～90 人 

④ 100 人～150 人 
⑤ 150 人～200 人 
⑥ 200 人～ 

 
３．住いはどちらでしょうか 
 
  ① 八戸市 
  ② 階上町 
  ③ 南部町 
  ④ 三戸町 
  ⑤ 田子町 
  ⑥ 五戸町 
  ⑦ おいらせ町 
  ⑧ その他（        ） 
 
４．出店して何年目でしょうか。 
   
  ① １年目 

   ② 2 年目 
   ③ 3 年目 
   ④ 4 年目 
   ⑤ 5 年目 
   ⑥ 6 年以上 
 

  ご協力 誠に有難うございました。 
  


